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（ワニ類の生態進化史の復元：形態計測・系統学的アプローチ）	

	

博士学位論文審査等の結果について（報告）	

	

	 近年、ワニの進化の研究は世界中で進んでいる。その割には、日本での研究は遅れており、特

に化石を使った進化の研究は、日本はまだ発展途上国である。日本からはワニ化石が多産してお

り、飯島君は、それらの日本から見つかっているワニ化石を使用し、ワニの進化について研究を

行った。その結果、ワニの進化を明らかにしただけではなく、ワニの進化には生態適応が大きく

関わっていたことを明らかにした画期的な研究である。この研究は、今後の日本の古脊椎動物学

界を世界的なレベルに上げることに成功したもので、博士論文に値する。	

	 よって著者は、北海道大学博士（理学）の学位を授与される資格あるものと認める。	

	

	

	




